
足場を必要としない工事

A1  ・・右60°，P1  ～A2  ・・90°

図面番号

工 事 名

路線名等

工事箇所

図 面 名

縮　　尺

会 社 名

事業者名

/

徳島県西部総合県民局 県土整備部(三好庁舎)

補修計画一般図

1 34図　示

一般国道４３９号

橋　　梁　　諸　　元

橋　　　種

設計活荷重

形　　　式

橋　　　長

道　路　橋

ＴＬ－20

上部工 ランガー桁及び単純支持合成鈑桁

下部工

L= 11 5.0 00ｍ

L=  1 4.6 00+ 55 .00 0+2 1. 950 +21 .95 0ｍ支　間　長

主要部材

σｃｋ＝21N /m m2 (同等以上)

SD 29 5A (同等以上)

設計水平震度 kh= 0.1 7

コンクリート

鉄　　筋

床　版　厚 A1 ～P2  ・・21 0m m,P 2 ～A2  ・・220m m

重力式橋台　深礎杭基礎橋台既
設
橋
部

アンカーバータイプ
　（両軸兼用）

変位制限装置構造

橋軸方向

直角方向

SS400 ,SM 40 0A鋼　　材

橋
台
部

橋軸方向 PCケーブルタイプ落橋防止装置構造

掛
違
い
部

落橋防止装置構造

変位制限装置構造

橋軸方向

橋軸方向

直角方向

直角方向

橋軸方向

橋軸方向

ラ
ン
ガ
│基
　部

重力式橋台　深礎杭基礎橋台

橋軸方向

直角方向

橋
脚
部

落橋防止装置構造

変位制限装置構造

PCケーブルタイプ

アンカーバータイプ
　（両軸兼用）

PCケーブルタイプ

アンカーバータイプ
　（両軸兼用）

落
橋
防
止
シ
ス
テ
ム

沓座拡幅 － ＲＣ壁

変位制限装置構造

　段差防止構造

鉛直方向

鋼製ブラケット+ＲＣ壁タイプ

補修工一覧

部 材 名

防食機能の劣化・腐食

腐食

土砂詰まり

主構造部材

伸 縮 装 置

橋梁塗装工

支承取替工

排水樋清掃工

損 傷 種 類 補 修 工 法 備　　考

BP・A支承（5支承線）

Rc-I塗装系

支　承　部

うき・剥離親　　　柱 親柱補修工 コンクリート

変形・欠損防　護　柵 防護柵取替工 端部のみ

排 水 施 設

腐食落橋防止システム 橋梁塗装工

ひびわれ・路面の凹凸路　　　面 舗装補修工 切削オーバーレイ工

排水樋

土砂詰まり 排水桝清掃工 排水桝

漏水・滞水・破損 排水管取替工 排水管

Rc-I塗装系

うき・剥離・鉄筋露出 沓座モルタル補修工 無収縮モルタル

京上大橋
補修工事フロー図

準備工

橋梁附属物補修工
支承取替工

仮設工
支保工及び足場工の設置

※交通規制必要

※交通規制必要
　（荷卸し時）

橋面補修工
舗装打換工

橋梁附属物補修工
清掃工

橋梁附属物補修工
親柱補修工

橋梁附属物補修工
防護柵取替工

※交通規制必要

※交通規制必要

※交通規制必要

上部工補修工
橋梁塗装工

橋梁附属物補修工
排水管取替工

橋梁附属物補修工
橋梁塗装工

仮設工
支保工及び足場工の撤去

※交通規制必要

※交通規制必要

※交通規制必要
　（荷卸し時）

※交通規制必要
　（荷卸し時）

後片付け工

橋梁附属物補修工
沓座モルタル補修工

調査計測および
部材の製作

橋梁塗装工　規格表(Rc-I塗装系)

斜　　角

中　間　部端　　部 中　間　部端　　部

CL

CL

中　間　部端　　部

端　　部

CL
CL

S=1:100

中　間　部

A 1 ～ P 1

60 0 8 00 0 6 00
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10 00 3 00 0 3 000 10 00
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1
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6. 0%

L 3 X27 95～29 59 L

1 00 0 5X1 44 0～260 0 L

1. 5～4. 7%

P 2 ～ P 3

P 1 ～ P 2 P 3 ～ A 2

1.5% 1.5%

舗装打換工
床版防水工
床版導水管配置工
床版排水ドレーン配置工

橋梁塗装工

舗装打換工
床版防水工
床版導水管配置工
床版排水ドレーン配置工

排水管取替工

舗装打換工
床版防水工
床版導水管配置工
床版排水ドレーン配置工

舗装打換工
床版防水工
床版導水管配置工
床版排水ドレーン配置工

防護柵取替工

橋梁塗装工

橋梁塗装工 橋梁塗装工
排水管取替工

排水管取替工 排水管取替工

排水桝清掃工

排水管取替工

排水桝清掃工 排水桝清掃工

排水管取替工

排水桝清掃工排水桝清掃工

排水桝清掃工
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補修計画一般図

側面図

1
5
0
0

NO
.5
1+
0.
00
0

祖
谷

川

橋　　　　長　　　115000

100

100

桁　長　22550

桁
　
長
　22550

F H=5 24 .53 0

支承取替工(6基)

防護柵取替工

支承取替工(4基)

支承取替工(4基)支承取替工(5基)

支承取替工(5基)

支承取替工(6基) 排水管取替工
排水桝清掃工

支承取替工(5基)

排水管取替工
排水桝清掃工

沓座モルタル補修工

沓座モルタル補修工

排水管取替工

排水管取替工

排水管取替工

排水管取替工

排水管取替工

排水桝清掃工

防護柵取替工

橋梁塗装工

支承取替工(6基)

橋梁塗装工

橋梁塗装工

舗装打換工
床版防水工
床版導水管配置工
床版排水ドレーン配置工

排水樋清掃工

排水桝清掃工 排水桝清掃工 排水桝清掃工

排水桝清掃工

親柱補修工

親柱補修工

支承取替工(6基)

舗装打換工
床版防水工
床版導水管配置工
床版排水ドレーン配置工

排水管取替工
排水桝清掃工

支承取替工(4基)

排水管取替工
排水桝清掃工

排水桝清掃工

橋梁塗装工

排水桝清掃工

排水桝清掃工 排水桝清掃工

排水桝清掃工

支承取替工(4基)

排水桝清掃工

排水樋清掃工

排水桝清掃工 排水樋清掃工排水桝清掃工 排水樋清掃工

排水管取替工排水桝清掃工 排水管取替工

排水樋清掃工

排水桝清掃工

1
0
0
0

排水管取替工

排水樋清掃工排水樋清掃工 排水樋清掃工

排水樋清掃工

排水樋清掃工

親柱補修工

親柱補修工

親柱補修工

親柱補修工

平面図

S=1:200

素地調整

名　称

下塗り

下塗り

中塗り

上塗り 弱溶剤形ふっ素樹脂塗料上塗

弱溶剤形ふっ素樹脂塗料用中塗

弱溶剤形変性エポキシ樹脂塗料下塗

弱溶剤形変性エポキシ樹脂塗料下塗

使用量(g/m2)

-

規　格 塗装間隔

4時間以内

1～10日

1～10日

1～10日

施工前に監督員と協議を実施し彩色等の確認を行うこと。

標準膜厚(μm)

-

60

60

30

25

塗膜合計

1～10日

I種

240

240

170

140

250

防食下地 有機ジンクリッチペイント 600 75

足場を必要とする工事

支承取替工(5基)

三好市東祖谷京上（京上大橋）

三・東祖谷京上　橋梁修繕工事
Ｒ７三土　国道４３９号（京上大橋）

実施設計図面



図面番号

工 事 名

路線名等

工事箇所

図 面 名

縮　　尺

会 社 名

事業者名

/

徳島県西部総合県民局 県土整備部(三好庁舎)

支承現況一般図(1/3)

2 34S=1:30

一般国道４３９号
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注；
・図面は架橋時設計図面を参考に作図している。
・支承は全箇所取替対象としている。
・変位制限装置は全箇所撤去対象としている。

支沓取替

変位制限装置
撤去

支沓取替

支沓取替

支沓取替

変位制限装置
撤去

変位制限装置
撤去

ボルト埋め
M22x50

金属パテ埋戻し

支承現況一般図(1/3)
S=1:30P3橋脚(P2側)

三好市東祖谷京上（京上大橋）

三・東祖谷京上　橋梁修繕工事
Ｒ７三土　国道４３９号（京上大橋）

実施設計図面



図面番号

工 事 名

路線名等

工事箇所

図 面 名

縮　　尺

会 社 名

事業者名

/

徳島県西部総合県民局 県土整備部(三好庁舎)

支承現況一般図(2/3)

3 34S=1:30

一般国道４３９号
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12500

79°
20′

32.00″

78°
58′

15.00″

79°
05′

25.18″

78°
04′

02.00″

285328532853

G1桁
G2桁G3桁G4桁 A2橋台

正面図

平面図

2
9
5

4
9

1
0
0
0

P2橋脚

側面図

1000

P2橋脚

A2橋台

1
5
0

1
2
5

1
5
0 1
5
0 1
5
0

49
295

344

3
4
4

1930 2011

12500

3
8
0

3
8
0

3
8
0

3
8
0

G1桁
G2桁

G4桁
G3桁

2
7

4
7

2
5

2
7

B-B断面図
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支沓取替

支沓取替

支沓取替

変位制限装置
撤去

変位制限装置
撤去

変位制限装置
撤去

注；
・図面は架橋時設計図面を参考に作図している。
・支承は全箇所取替対象としている。
・変位制限装置は全箇所撤去対象としている。

ボルト埋め
M22x50

金属パテ埋戻し

支承現況一般図(2/3)
S=1:30P3橋脚(A2側)

三好市東祖谷京上（京上大橋）

三・東祖谷京上　橋梁修繕工事
Ｒ７三土　国道４３９号（京上大橋）

実施設計図面



図面番号

工 事 名

路線名等

工事箇所

図 面 名

縮　　尺

会 社 名

事業者名

/

徳島県西部総合県民局 県土整備部(三好庁舎)

支承現況一般図(3/3)

4 34S=1:30

一般国道４３９号
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B-B断面図
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注；
・図面は架橋時設計図面を参考に作図している。
・支承は全箇所取替対象としている。
・変位制限装置は全箇所撤去対象としている。

支沓取替

変位制限装置
撤去

支沓取替

支沓取替

支沓取替

変位制限装置
撤去

変位制限装置
撤去

ボルト埋め
S10Tx50

支承現況一般図（3/3）
S=1:30A2橋台

三好市東祖谷京上（京上大橋）

三・東祖谷京上　橋梁修繕工事
Ｒ７三土　国道４３９号（京上大橋）

実施設計図面



図面番号

工 事 名

路線名等

工事箇所

図 面 名

縮　　尺

会 社 名

事業者名

/

徳島県西部総合県民局 県土整備部(三好庁舎)

支承取替一般図(1/3)

5 34S=1:30

一般国道４３９号
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無収縮モルタル充填

無収縮モルタル充填
φ45

φ45

支承取替

支承取替

支承取替

支承取替

注；
・図面は架橋時設計図面を参考に作図している。
・支沓は全箇所取替対象としている。
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1

φ45

φ45

支承取替一般図(1/3)
S=1:30P3橋脚(P2側)

上部工補強
L-150x150x15

上部工補強
L-100x100x10

三好市東祖谷京上（京上大橋）

三・東祖谷京上　橋梁修繕工事
Ｒ７三土　国道４３９号（京上大橋）

実施設計図面



図面番号

工 事 名

路線名等

工事箇所

図 面 名

縮　　尺

会 社 名

事業者名

/

徳島県西部総合県民局 県土整備部(三好庁舎)

支承取替一般図(2/3)

6 34S=1:30

一般国道４３９号

2853285328531930

12500

79°
20′

32.00″

78°
58′

15.00″

79°
05′

25.18″

78°
04′

02.00″

285328532853

G1桁G2桁G3桁G4桁

A2橋台

正面図

平面図

2
9
5

4
9

1
0
0
0

P2橋脚

3
7
7

側面図

1000

P2橋脚

A2橋台

5
0

t
1
4
5

748 805 771 797

252227263

5
9
6

6
5
2

5
7
9

7
6
1 5
8
2

7
6
0 5
8
4

7
5
9

5
0
1
8

1
3
5

5
0
3
0

1
4
5

5
0

5
21
4
5

5
0
3
2

1
4
5

49
295

344

3
4
4

無収縮モルタル充填

2011

20111930

12500

注；
・図面は架橋時設計図面を参考に作図している。
・支沓は全箇所取替対象としている。

支沓取替

支沓取替

支沓取替

G4桁
G3桁

G2桁
G1桁

6
8

2
1
4

8
0

2
0
2

1
0
2

1
8
0

8
2

2
0
0

支承取替一般図(2/3)
S=1:30P3橋脚(A2側)

上部工補強
L-150x150x15

三好市東祖谷京上（京上大橋）

三・東祖谷京上　橋梁修繕工事
Ｒ７三土　国道４３９号（京上大橋）

実施設計図面



図面番号

工 事 名

路線名等

工事箇所

図 面 名

縮　　尺

会 社 名

事業者名

/

徳島県西部総合県民局 県土整備部(三好庁舎)

支承取替一般図(3/3)

7 34S=1:30

一般国道４３９号

72
°
14
′
49
.0
0″

72
°
37
′
07
.0
0″

73
°
02
′
24
.0
0″

73
°
31
′
20
.0
0″

90
°
14
′
30
.0
0″

G1桁
G2桁

G3桁
G4桁 枝桁

G1桁 G2桁 G3桁 枝桁
G4桁

3097 3097 3097 1084

10374

正面図

平面図

3097 3097 3097 1084

10374

1
0
0
0

1
0
0

P3橋脚 A2橋台

A2橋台

側面図

枝桁

G1～G4 桁

387

3
8
7

5
0

t 1
4
5

387

1000

1000

849 852 796 925 850

155 293 208 228 272

7
5
1

6
1
8

7
5
4

6
2
9

7
5
2

6
2
2

6
9
5

5
3
0

5
4
8 7
5
0

3
0

3
5 1
4
5

3
0

3
9 1
4
5

3
0

4
2 1
4
5

3
0

3
51
2
5

3
0

1
2
5

3
6

5
0
3
61

2
5

無収縮モルタル充填

無収縮モルタル充填

P3橋脚

287
100

2
8
7

287
100

P
3
橋
脚

支沓取替

支沓取替

支沓取替

支沓取替

φ45

φ45

注；
・図面は架橋時設計図面を参考に作図している。
・支沓は全箇所取替対象としている。

2
1
7
6
5

2
1
3
6
9

2
1
0
7
2

2
1
7
6
5

2
1
6
6
6

支承取替一般図(3/3)
S=1:30A2橋台

上部工補強
L-150x150x15

上部工補強
L-100x100x10

三好市東祖谷京上（京上大橋）

三・東祖谷京上　橋梁修繕工事
Ｒ７三土　国道４３９号（京上大橋）

実施設計図面



図面番号

工 事 名

路線名等

工事箇所

図 面 名

縮　　尺

会 社 名

事業者名

/

徳島県西部総合県民局 県土整備部(三好庁舎)

支承詳細図(1/7)

8 34S=1:10

一般国道４３９号

付着量550g/m 以上、350g/m 以上（ボルト類）

材料表部番の○印部品をめっきのこと。

2 2

SM490A

0.91SUS316ス テ ン レ ス 板

10

9

六 角 ボ ル ト・座 金

SM490A

           全   重   量                       (kg)

材 料 表

上               沓

シ ー ル リ ン グ

ベアリングプレート

六 角 ボ ル ト・座 金

サ イ ド ブ ロ ッ ク

下               沓

部  品  名  称

ベ ー ス プ レ ー ト

アンカーボルト・ナット・座金

4

7

8

6

5

3

2

1

部番

クロロプレンゴム

CAC304+SL

SS400

SCW480N

材   質

1

7.1

0.8

6.6 (5.0)

4

1

4(3)

4

2

1.4

重量(kg)

40.1

4.9

0.1

23.7

1

1

個数

1

備  考

11

溶融亜鉛めっき

一  般  外  面  の  防  食  処  理

138.9 (137.3)

SM490A

向けてセット

接続部は橋軸直角方向に

3
0

20

30

93

63

130

70

80

2-22キリ

1
0

2

100

14
0

25
0

23
0

240

5
8

10

5
8

13
4

200

250

320

2
555

2
2
3

  SUS3169

（240x2x226）

4-M24深35

　　　現場溶接後、高濃度亜鉛末塗料を塗布のこと

注１）不めっき部は開先防錆剤を塗布のこと。

100

49

反               力

設計条件

290

500 kN

kN

kN

kN

支 承 部 支 持 条 件

橋 軸 方 向 ： 固 定 橋 軸 直 角 方 向 ： 固 定

JIS B 1180

JIS B 1256

JIS B 1180

JIS B 1256

JIS B 1181

JIS B 1256

注２）ベースプレートは、現場実測後寸法決定のこと。

(地震時)橋軸直角方向水平力

(地震時)上　    　揚    　力 V 29

(地震時)橋 軸 方 向 水 平 力

死   荷   重   反   力

全        反        力 

Rd

R

R  eH1

R  eH2

kN

6
60゜

″a″部詳細参照

R3

ゴムピース

六角ボルト  中  M24x L  　4.87

平座金または、

六角ボルト  中  M20x55  　4.86

（平座金付き）

28

C2

C2

橋 軸 方 向

2
5
0

2
2

1
47

1
4

5

2

7

6

4

1

10
1
25

10 SM490A

(平座金付き）

25

6.31.6

5 SM490A25 (   ) CAC304+SL3 3.225

20
.6

42

固体潤滑材埋め込み面

3.2

3.2

φ
11

φ
17

4 クロロプレンゴム( 　    ) SCW480N1 25 3.2

8 SS400

注３）必要に応じて、吊り用のネジ穴を設けても良い。

せ  ん  断  キ  ー 0.81SM490A

(    　 ) SM490A2 1.625 6.3

100

250

11
6

14

φ71

部品図参照

部品図参照

橋軸直角方向

7

200

5

φ70

5

6

3

8

6

60
°

″a″部詳細図 S=1:5

60°

1
9

41.6

30
5

25
0

3x
50

=1
50

φ25

50

55

M24
φ
70φ

16
0

φ
16
0

下面及び側面(20)不めっき

30

6
5

1
00

φ181

260405

断面ABCD

R1
0

2
8

28

5
6

70

130

2
5

4-M20ネジ

深25
表面処理

C5

540

60
°

6 \n （全 周 ）

25 25

25

25

25

3.2

25

3
3
0

330

A

B

C
D

±
4

C1
2

1
4

4
0

部品図参照

SR
16

0

R1
65

R1
20

SR160

350

2
0

部品図参照

52.5

R1
0

140

2

勾配座金 SS400

50

50

26キリ

S=1：5

3.
5

8
.5

位　置 L 平座金 勾配座金

G1-G4 65 ○

枝桁 ST 70

-

- ○

配置図

P2 P3

G1

ST

G2

G3

G4

M

F

（平均値）

注４）材料表の（　）内数値は枝桁(ST)を示す。

支承詳細図(1/7)
S=1:10

三好市東祖谷京上（京上大橋）

三・東祖谷京上　橋梁修繕工事
Ｒ７三土　国道４３９号（京上大橋）

実施設計図面



図面番号

工 事 名

路線名等

工事箇所

図 面 名

縮　　尺

会 社 名

事業者名

/

徳島県西部総合県民局 県土整備部(三好庁舎)

支承詳細図(2/7)

9 34S=1:10

一般国道４３９号

4-30キリ

φ
50

390
3
70

不めっき部

22

径
間
側

桁
端
側

11 SM490A

G1桁用

4-30キリ

φ
50

390

3
70

不めっき部

22

径
間
側

桁
端
側

11 SM490A

G2桁用

4-30キリ

φ
50

390

3
70

不めっき部

22

径
間
側

桁
端
側

11 SM490A

G3桁用

11 SM490A

3-30キリ

φ
50

390

3
70

不めっき部

22

径
間
側

桁
端
側

11 SM490A

ST 枝桁用

4-30キリ

φ
50

390

3
70

不めっき部

22

径
間
側

桁
端
側

G4桁用

285 225

225 225
2
2
0

2
0
0

1
50

1
50

30
0

510

4
20

450

R5
0

R50

225 295

520

1
50

29
0

4
40

225 225

450

2
2
0

2
0
0

4
20

260 225

485

22
5

1
9
5

4
20

325 225

550

1
50

30
0

4
50

R5
0

R50

R5
0

R50

225 300

525

225 235

460

2
2
0

2
00

4
20

29
0

1
50

4
40

R5
0

R50

2
10

2
10

42
0

225 300

525

1
50

225

2
10

360

585

36
0

R5
0

R50

R50

A=0.266m2 A=0.311m2 A=0.331m2

A=0.314m2 A=0.320m2

支承詳細図(2/7)
S=1:10

三好市東祖谷京上（京上大橋）

三・東祖谷京上　橋梁修繕工事
Ｒ７三土　国道４３９号（京上大橋）

実施設計図面



図面番号

工 事 名

路線名等

工事箇所

図 面 名

縮　　尺

会 社 名

事業者名

/

徳島県西部総合県民局 県土整備部(三好庁舎)

支承詳細図(3/7)

10 34S=1:10

一般国道４３９号

付着量550g/m 以上、350g/m 以上（ボルト類）

材料表部番の○印部品をめっきのこと。

2 2

SM490A

1.61SUS316ス テ ン レ ス 板

10

9

六 角 ボ ル ト・座 金

SM490A

           全   重   量                          (kg)

材 料 表

上               沓

シ ー ル リ ン グ

ベアリングプレート

六 角 ボ ル ト・座 金

サ イ ド ブ ロ ッ ク

下               沓

部  品  名  称

ベ ー ス プ レ ー ト

アンカーボルト・ナット・座金

4

7

8

6

5

3

2

1

部番

クロロプレンゴム

CAC304+SL

SS400

SCW480N

材   質

1

7.7

0.8

4

1

4

2

1.5

重量(kg)

57.6

7.4

0.1

50.1

1

1

個数

1

備  考

11

溶融亜鉛めっき

一  般  外  面  の  防  食  処  理

195.7

SM490A

向けてセット

接続部は橋軸直角方向に

3
0

20

30

93

63

140

80

8
0

2-22キリ

10

2

130

28
0

39
0

37
0

270

7
0

10

70
25
0

230

280

360

3
0

6
5

2
2
8

  SUS3169

（270x2x366）

4-M24深35

　　　現場溶接後、高濃度亜鉛末塗料を塗布のこと

注１）不めっき部は開先防錆剤を塗布のこと。

63

63

反               力

設計条件

92

370

610 kN

kN

kN

kN

kN

支 承 部 支 持 条 件

橋 軸 方 向 ： 可 動 橋 軸 直 角 方 向 ： 固 定

JIS B 1180

JIS B 1256

JIS B 1180

JIS B 1256

JIS B 1181

JIS B 1256

注２）ベースプレートは、現場実測後寸法決定のこと。

(地震時)橋軸直角方向水平力

(地震時)上　    　揚    　力 V 37

(地震時)橋 軸 方 向 水 平 力

死   荷   重   反   力

全        反        力 

Rd

R

R  eH1

R  eH2

kN

(移動時)橋 軸 方 向 水 平 力 R  fH1

移      動      量

e全   移   動   可   能   量 55 mm±

f設　 計 　摩   擦   係   数

摩    擦   係    数

0.15

6
60゜

″a″部詳細参照

R3

R1
0

ゴムピース

六角ボルト  中  M24x70  　4.87

（平座金付き）

六角ボルト  中  M20x55  　4.86

（平座金付き）

30

C2

C2

橋 軸 方 向

2
5
0

2
2

1
67

1
5

5

2

7

6

4

1

10
1
4
5

10 SM490A

(平座金付き）

25

6.31.6

5 SM490A25 (   ) CAC304+SL3 3.225

20
.
5

4
6

固体潤滑材埋め込み面

3.2

3.2

φ
11

φ
17

4 クロロプレンゴム(    　 ) SCW480N1 25 3.2

8 SS400

注３）必要に応じて、吊り用のネジ穴を設けても良い。

せ  ん  断  キ  ー 1.21SM490A

(　     ) SM490A2 1.625 6.3

1
5

φ81部品図参照

部品図参照

橋軸直角方向

130

230

7

φ80

5
5

390

280

55

6

3

11

8

6

60
°

6

60°

″a″部詳細図 S=1:5

19

41.6

30
5

25
0

φ25

5
0

5
5

M24
φ
19
0

SR
19
0

φ
19
0

下面及び側面(20)不めっき

3
0

6
5

11
5

φ211

290405

断面ABCD

R1
0

3
4

32

66

80

140

30

4-M20ネジ

深25
表面処理

C5

540

2
0

6\ n （全 周）

25 25

25

25

25

3.2

25

3
7
0

370

A

B

CD

±
4

C1
2

R1
85

R1
35

14

SR190

4
0 φ

80

60
°

380

部品図参照

部品図参照

4 6.6

61.1

配置図

P3 A2

G1

G2

G3

G4

ST
M

F

（平均値）

支承詳細図(3/7)
S=1:10

三好市東祖谷京上（京上大橋）

三・東祖谷京上　橋梁修繕工事
Ｒ７三土　国道４３９号（京上大橋）

実施設計図面



図面番号

工 事 名

路線名等

工事箇所

図 面 名

縮　　尺

会 社 名

事業者名

/

徳島県西部総合県民局 県土整備部(三好庁舎)

支承詳細図(4/7)

11 34S=1:10

一般国道４３９号

4-30キリ

φ
50

420
4
10

不めっき部

22

径
間
側

桁
端
側

11 SM490A

G1桁用

11 SM490A

G2桁用

11 SM490A

G3桁用

Ａ２橋台用

Ｐ３（Ａ２側）橋脚用

4-30キリ

φ
50

420

4
10

不めっき部

22

径
間
側

桁
端
側

4-30キリ

φ
50

420

4
10

不めっき部

22

270240
2
1
5

2
15

240 240
3
05

2
75

5
80

510
43
0

480

240280

3
05

2
75

240 240

2
05

2
15

42
0

520

5
80

480

270240

2
15

2
05

510

3
15

2
75

5
9
0

240 240

480

42
0

径
間
側

桁
端
側

Ａ２橋台用

Ｐ３（Ａ２側）橋脚用

4-30キリ

φ
50

420

41
0

不めっき部

22

径
間
側

桁
端
側

11 SM490A

G1桁用

11 SM490A

G2桁用

11 SM490A

G3桁用

4-30キリ

φ
50

420
41
0

不めっき部

22

径
間
側

桁
端
側

4-30キリ

φ
50

420

41
0

不めっき部

22

径
間
側

桁
端
側

240 240

480

2
2
5

17
5

4
0
0

1
6
5

24
9

41
4

320 290

610

290 320

610

24
5

2
05

4
50

1
6
5

2
4
5

4
10

240 240

480

240 240

480

23
5

1
95

4
30

240270

510

23
5

1
6
5

4
0
0

R5
0

R50

R5
0

R50

R5
0

R50

R5
0

R50

R5
0

R50

R5
0

R50A=0.358m2 A=0.359m2 A=0.358m2

A=0.327m2
A=0.341m2 A=0.305m2

支承詳細図(4/7)
S=1:10

三好市東祖谷京上（京上大橋）

三・東祖谷京上　橋梁修繕工事
Ｒ７三土　国道４３９号（京上大橋）

実施設計図面



図面番号

工 事 名

路線名等

工事箇所

図 面 名

縮　　尺

会 社 名

事業者名

/

徳島県西部総合県民局 県土整備部(三好庁舎)

支承詳細図(5/7)

12 34S=1:10

一般国道４３９号

付着量550g/m 以上、350g/m 以上（ボルト類）

材料表部番の○印部品をめっきのこと。

2 2

SM490A

1.31SUS316ス テ ン レ ス 板

10

9

六 角 ボ ル ト・座 金

SM490A

           全   重   量                       (kg)

材 料 表

上               沓

シ ー ル リ ン グ

ベアリングプレート

六 角 ボ ル ト・座 金

サ イ ド ブ ロ ッ ク

下               沓

部  品  名  称

ベ ー ス プ レ ー ト

アンカーボルト・ナット・座金

4

7

8

6

5

3

2

1

部番

クロロプレンゴム

CAC304+SL

SS400

SCW480N

材   質

1

7.1

0.8

6.6

4

1

4

4

2

1.5

重量(kg)

40.1

4.9

0.1

39.5

1

1

個数

1

備  考

11

溶融亜鉛めっき

一  般  外  面  の  防  食  処  理

155.3

SM490A

向けてセット

接続部は橋軸直角方向に

30
2
0

30

93

63

130

70

80

2-22キリ

1
0

2

100

25
0

36
0

34
0

240

6
0

1
0

60
24
0

200

250

320

256
5

2
2
3

  SUS3169

（240x2x336）

4-M24深35

　　　現場溶接後、高濃度亜鉛末塗料を塗布のこと

注１）不めっき部は開先防錆剤を塗布のこと。

49

49

反               力

設計条件

84

290

560 kN

kN

kN

kN

kN

支 承 部 支 持 条 件

橋 軸 方 向 ： 可 動 橋 軸 直 角 方 向 ： 固 定

JIS B 1180

JIS B 1256

JIS B 1180

JIS B 1256

JIS B 1181

JIS B 1256

注２）ベースプレートは、現場実測後寸法決定のこと。

(地震時)橋軸直角方向水平力

(地震時)上　    　揚    　力 V 29

(地震時)橋 軸 方 向 水 平 力

死   荷   重   反   力

全        反        力 

Rd

R

R  eH1

R  eH2

kN

(移動時)橋 軸 方 向 水 平 力 R  fH1

移      動      量

e全   移   動   可   能   量 55 mm±

f設　 計 　摩   擦   係   数

摩    擦   係    数

0.15

6
60゜

″a″部詳細参照

R3

ゴムピース

六角ボルト  中  M24x70  　4.87

（平座金付き）

六角ボルト  中  M20x55  　4.86

（平座金付き）

28

C2

C2

橋 軸 方 向

2
50

22

15
7

14

5

2

7

6

4

1

10

1
35

10 SM490A

(平座金付き）

25

6.31.6

5 SM490A25 (   ) CAC304+SL3 3.225

2
0.
6

42

固体潤滑材埋め込み面

3.2

3.2

φ
11

φ
17

4 クロロプレンゴム(    　 ) SCW480N1 25 3.2

8 SS400

注３）必要に応じて、吊り用のネジ穴を設けても良い。

せ  ん  断  キ  ー 0.81SM490A
11 SM490A

(  　   ) SM490A2 1.625 6.3

100

360

11

6

1
4

φ71

橋軸直角方向

7

200

5

φ70 55

5

250

6

3

8

6

60
°

″a″部詳細図 S=1:5

60°

1
9

41.6

3
0
5

2
5
0

3
x5
0

=
15
0

φ25

5
0

5
5

M24

φ
70φ

16
0

φ
16
0

下面及び側面(20)不めっき

3
0

6
5

1
00

φ181

260405

断面ABCD

R1
0

28
28

56

70

130

2
5

4-M20ネジ

深25
表面処理

C5

540

60
°

6 \n （全 周 ）

25 25

25

25

25

3.2

25

3
3
0

330

A

B

C
D

±
4

C1
2

14

4
0

SR
16

0

R1
65

R1
20

SR160

350

20

52.6

R1
0

配置図

P3 A2

G1

G2

G3

G4

ST
M

F

4-30キリ

φ
50

390

3
70

不めっき部

2
2

径
間
側

桁
端
側

285

225 225

3
10

1
50

2
00

2
10

450

225

41
0

510

4
6
0

部品図参照

部品図参照

部品図参照

部品図参照

R5
0

R50

A=0.312m2

支承詳細図(5/7)
S=1:10

三好市東祖谷京上（京上大橋）

三・東祖谷京上　橋梁修繕工事
Ｒ７三土　国道４３９号（京上大橋）

実施設計図面



図面番号

工 事 名

路線名等

工事箇所

図 面 名

縮　　尺

会 社 名

事業者名

/

徳島県西部総合県民局 県土整備部(三好庁舎)

支承詳細図(6/7)

13 34S=1:10

一般国道４３９号

付着量550g/m 以上、350g/m 以上（ボルト類）

材料表部番の○印部品をめっきのこと。

2 2

SM490A

1.21SUS316ス テ ン レ ス 板

10

9

六 角 ボ ル ト・座 金

SM490A

           全   重   量                          (kg)

材 料 表

上               沓

シ ー ル リ ン グ

ベアリングプレート

六 角 ボ ル ト・座 金

サ イ ド ブ ロ ッ ク

下               沓

部  品  名  称

ベ ー ス プ レ ー ト

アンカーボルト・ナット・座金

4

7

8

6

5

3

2

1

部番

クロロプレンゴム

CAC304+SL

SS400

SCW480N

材   質

1

7.7

0.8

4

1

4

2

1.5

重量(kg)

57.6

7.4

0.1

39.2

1

1

個数

1

備  考

11

溶融亜鉛めっき

一  般  外  面  の  防  食  処  理

178.5

SM490A

向けてセット

接続部は橋軸直角方向に

3
0

20

30

93

63

140

80

8
0

2-22キリ

1
0

2

130

17
0

30
0

28
0

270

78

1
0

78
14
4

230

280

360

3
065

2
2
8

  SUS3169

（270x2x276）

4-M24深35

　　　現場溶接後、高濃度亜鉛末塗料を塗布のこと

注１）不めっき部は開先防錆剤を塗布のこと。

117

54

反               力

設計条件

320

650 kN

kN

kN

kN

支 承 部 支 持 条 件

橋 軸 方 向 ： 固 定 橋 軸 直 角 方 向 ： 固 定

JIS B 1180

JIS B 1256

JIS B 1180

JIS B 1256

JIS B 1181

JIS B 1256

注２）ベースプレートは、現場実測後寸法決定のこと。

(地震時)橋軸直角方向水平力

(地震時)上　    　揚    　力 V 32

(地震時)橋 軸 方 向 水 平 力

死   荷   重   反   力

全        反        力 

Rd

R

R  eH1

R  eH2

kN

6
60゜

″a″部詳細参照

R3

ゴムピース

六角ボルト  中  M24x70  　4.87

（平座金付き）

六角ボルト  中  M20x55  　4.86

（平座金付き）

3
0

C2

C2

橋 軸 方 向

2
5
0

2
2

1
67

15

5

2

7

6

4

1

10

1
4
5

10 SM490A

(平座金付き）

25

6.31.6

5 SM490A25 (   ) CAC304+SL3 3.225

20
.
5

4
6

固体潤滑材埋め込み面

3.2

3.2

φ
11

φ
17

4 クロロプレンゴム(    　 ) SCW480N1 25 3.2

8 SS400

注３）必要に応じて、吊り用のネジ穴を設けても良い。

せ  ん  断  キ  ー 1.21SM490A

(    　 ) SM490A2 1.625 6.3

1
5

φ81
部品図参照

部品図参照

橋軸直角方向

130

230

7

φ80

5
5

300

170

6

3

11

8

6

60
°

6

60°

″a″部詳細図 S=1:5

19

41.6

30
5

25
0

3x
50

=1
50

φ25

5
0

55

M24
φ
19
0

SR
19
0

φ
19
0

下面及び側面(20)不めっき

30

6
5

11
5

φ211

290405

断面ABCD

R1
0

3
4

3
2

66

80

140

3
0

4-M20ネジ

深25
表面処理

C5

540

2
0

6\ n （全 周）

25 25

25

25

25

3.2

25

3
7
0

370

A

B

CD

±
4

C1
2

R1
85

R1
35

1
4

SR190

4
0

φ
80

60
°

380

部品図参照

4 6.6

55.2

配置図

P3 A2

G1

G2

G3

G4

ST
M

F

R1
0

2

（平均値）

部品図参照

支承詳細図(6/7)
S=1:10

三好市東祖谷京上（京上大橋）

三・東祖谷京上　橋梁修繕工事
Ｒ７三土　国道４３９号（京上大橋）

実施設計図面



図面番号

工 事 名

路線名等

工事箇所

図 面 名

縮　　尺

会 社 名

事業者名

/

徳島県西部総合県民局 県土整備部(三好庁舎)

支承詳細図(7/7)

14 34S=1:10

一般国道４３９号

付着量550g/m 以上、350g/m 以上（ボルト類）

材料表部番の○印部品をめっきのこと。

2 2

SM490A

0.91SUS316ス テ ン レ ス 板

10

9

六 角 ボ ル ト・座 金

SM490A

           全   重   量                       (kg)

材 料 表

上               沓

シ ー ル リ ン グ

ベアリングプレート

六 角 ボ ル ト・座 金

サ イ ド ブ ロ ッ ク

下               沓

部  品  名  称

ベ ー ス プ レ ー ト

アンカーボルト・ナット・座金

4

7

8

6

5

3

2

1

部番

クロロプレンゴム

CAC304+SL

SS400

SCW480N

材   質

1

7.1

0.8

5.0

4

1

3

4

2

1.4

重量(kg)

40.1

4.9

0.1

23.7

1

1

個数

1

備  考

11

溶融亜鉛めっき

一  般  外  面  の  防  食  処  理

129.9

SM490A

向けてセット

接続部は橋軸直角方向に

3
0

20

30

93

63

130

70

8
0

2-22キリ

1
0

2

100

14
0

25
0

23
0

240

5
8

10

58
13
4

200

250

320

2
55
5

2
2
3

  SUS3169

（240x2x226）

4-M24深35

　　　現場溶接後、高濃度亜鉛末塗料を塗布のこと

注１）不めっき部は開先防錆剤を塗布のこと。

83

41

反               力

設計条件

240

480 kN

kN

kN

kN

支 承 部 支 持 条 件

橋 軸 方 向 ： 固 定 橋 軸 直 角 方 向 ： 固 定

JIS B 1180

JIS B 1256

JIS B 1180

JIS B 1256

JIS B 1181

JIS B 1256

注２）ベースプレートは、現場実測後寸法決定のこと。

(地震時)橋軸直角方向水平力

(地震時)上　    　揚    　力 V 24

(地震時)橋 軸 方 向 水 平 力

死   荷   重   反   力

全        反        力 

Rd

R

R  eH1

R  eH2

kN

6
60゜

″a″部詳細参照

R3

ゴムピース

六角ボルト  中  M24x65 　 4.87

六角ボルト  中  M20x55  　4.86

（平座金付き）

2
8

C2

C2

橋 軸 方 向

2
50

2
2

14
7

1
4

5

2

7

6

4

1

10

12
5

10 SM490A

(平座金付き）

25

6.31.6

5 SM490A25 (   ) CAC304+SL3 3.225

20
.
6

4
2

固体潤滑材埋め込み面

3.2

3.2

φ
11

φ
17

4 クロロプレンゴム( 　    ) SCW480N1 25 3.2

8 SS400

注３）必要に応じて、吊り用のネジ穴を設けても良い。

せ  ん  断  キ  ー 0.81SM490A
11 SM490A

(   　  ) SM490A2 1.625 6.3

100

250

11
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1
4
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φ
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R1
0
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2
5

4-M20ネジ

深25
表面処理

C5

540
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°

6\ n （全 周 ）

25 25
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25

25

3.2

25

3
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A
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C
D

±
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C1
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1
4

4
0

部品図参照

SR
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0

R1
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R12
0

SR160

350

2
0
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R1
0
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2

配置図
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F
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3
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不めっき部
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2
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間
側

桁
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側

ST 枝桁用

1
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1
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30
0

285 245
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1
9
0

285

1
50

285

570

34
0

3-30キリ

φ
50

390

3
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不めっき部
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径
間
側

桁
端
側

G4桁用

1
50

1
9
0

3
40

225 275

500

1
50

235

2
3
0

225

460

38
0

（平均値）

部品図参照

R5
0

R50

R50R5
0

R5
0

A=0.263m2 A=0.271m2

支承詳細図(7/7)
S=1:10

三好市東祖谷京上（京上大橋）

三・東祖谷京上　橋梁修繕工事
Ｒ７三土　国道４３９号（京上大橋）

実施設計図面



図面番号

工 事 名

路線名等

工事箇所

図 面 名

縮　　尺

会 社 名

事業者名

/

徳島県西部総合県民局 県土整備部(三好庁舎)

主桁仮受け詳細図(4/6)

15 34S=1:30

一般国道４３９号

2000 2548 2548 2548 837 2019

12500

81
°
27
′
02
.0
0″

主桁仮受け詳細図(4/6)
S=1:30

G1桁 G2桁 G3桁 G4桁
枝桁

A2橋台

P2橋脚

AA

A-A断面図

平面図

G1桁 G2桁
G3桁

G4桁 枝桁

1
0
0
0

2
9
6 5
1

6
9
1

466

P2橋脚

A2橋台

2
0
0

t
2
2

2
2

3
3

2
2

4
8

2
2

3
0

2
2

3
12
2

3
1

82
°
07
′
20
.0
0″

82
°
07
′
20
.0
0″

758 725 751 769 790

6
3
9

6
0
6

6
3
9

5
9
5

6
4
8

6
0
2

6
3
1

6
1
2

6
0
9

6
3
0

100t油圧ジャッキ
(ロック機構付き)

50t油圧ジャッキ
(ロック機構付き)

200

上部工補強
タイプA

50t油圧ジャッキ
(ロック機構付き)

100t油圧ジャッキ
(ロック機構付き)

ジャッキベースプレート
300ｘ400　t=22

モルタル台座
(無収縮モルタル)

ジャッキベースプレート
300ｘ400　t=22

モルタル台座
(無収縮モルタル)

側面図

P2橋脚

A2橋台

t
2
2

200

上部工補強
タイプB

100t油圧ジャッキ
(ロック機構付き)

50t油圧ジャッキ
(ロック機構付き)

枝桁

G1～G4桁

ジャッキベースプレート
300ｘ400　t=22

モルタル台座
(無収縮モルタル)

ジャッキベースプレート
300ｘ400　t=22

モルタル台座
(無収縮モルタル)

ジャッキベースプレート
300ｘ400　t=22

ジャッキベースプレート
300ｘ400　t=22

81
°
46
′
42
.0
0″

上部工補強
タイプA

上部工補強
タイプB

81
°
08
′
15
.0
0″

ソールプレート
300x310　t=22

ソールプレート
300x310　t=22

ソールプレート
300x310　t=22

P3橋脚(P2側)

三好市東祖谷京上（京上大橋）

三・東祖谷京上　橋梁修繕工事
Ｒ７三土　国道４３９号（京上大橋）

実施設計図面



図面番号

工 事 名

路線名等

工事箇所

図 面 名

縮　　尺

会 社 名

事業者名

/

徳島県西部総合県民局 県土整備部(三好庁舎)

主桁仮受け詳細図(5/6)

16 34S=1:30

一般国道４３９号

2853285328531930

12500

79°
20′

32.00″

78°
58′

15.00″

79°
05′

25.18″

主桁仮受け詳細図(5/6)
S=1:30

G1桁
G2桁G3桁G4桁

A2橋台

AA

A-A断面図

平 面 図

G1桁
G2桁

G3桁
G4桁

2
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1
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0
0

P2橋脚
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2

3
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0
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1
7
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7
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1
7
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7
1

1
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100t油圧ジャッキ
(ロック機構付き)

ジャッキベースプレート
t=22

上部工補強
タイプA

100t油圧ジャッキ
(ロック機構付き)

ジャッキベースプレート
t=22

モルタル台座
(無収縮モルタル)

100t油圧ジャッキ
(ロック機構付き)

ジャッキベースプレート
t=22

モルタル台座
(無収縮モルタル)

上部工補強
タイプA

側 面 図

1000

P2橋脚

A2橋台

2011

2845 2857 2856

2845 2857 2856

G1～G4 桁

78°
04′

02.00″

ソールプレート
300x310　t=22

ソールプレート
300x310　t=22

P3橋脚(A2側)

三好市東祖谷京上（京上大橋）

三・東祖谷京上　橋梁修繕工事
Ｒ７三土　国道４３９号（京上大橋）

実施設計図面



図面番号

工 事 名

路線名等

工事箇所

図 面 名

縮　　尺

会 社 名

事業者名

/

徳島県西部総合県民局 県土整備部(三好庁舎)

主桁仮受け詳細図(6/6)

17 34S=1:30

一般国道４３９号

72
°
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′
49
.0
0″

72
°
37
′
07
.0
0″

73
°
02
′
24
.0
0″

90
°
14
′
30
.0
0″

G1桁 G2桁 G3桁 枝桁G4桁

G1桁
G2桁

G3桁
G4桁 枝桁

A-A断面図

平面図
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1
0
0
0

1
0
0

2
0
0

2
0
0

補強鉄筋　D32
（せん断補強筋）

1
4
0

251
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600

600

600
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2
0
0

2
0
0

2
0
0

200
250

200
250199

200

200 300 200 250 200 250

249

2
2

5
4 2
2

5
9 2
2

6
2 2
2

3
5

t
2
2

600 600 600 600 600

150 200

P3橋脚
A2橋台

140

上部工補強
タイプB

100t油圧ジャッキ
(ロック機構付き)

ジャッキベースプレート
t=22

モルタル台座
(無収縮モルタル)

A2橋台

側面図

枝桁

G1～G4桁

70 440

補強鉄筋　D32　n=3本
（せん断補強筋）

100t油圧ジャッキ
(ロック機構付き)

ジャッキベースプレート
t=22

モルタル台座
(無収縮モルタル)

補強鉄筋　D32　n=3本
（せん断補強筋）

補強鉄筋　D32　n=2本
（せん断補強筋）

補強鉄筋　D32　n=2本
（せん断補強筋）

削孔　φ42
エポキシ樹脂接着剤充填

上部工補強
タイプA

100t油圧ジャッキ
(ロック機構付き)

ジャッキベースプレート
t=22

P3橋脚

2
1
6

3
3
1

1
9
6

3
3
1

2
0
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3
3
7

2
5
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3
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6

3
7
9

1
5
8

上部工補強
タイプA

AA

875 1100

12349

3093 3093 3081 954

3093 3093 3081 954
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°
31
′
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.0
0″

上部工補強
タイプB

ソールプレート
300x310　t=22

ソールプレート
300x310　t=22

100t油圧ジャッキ
(ロック機構付き)

2
2

3
5

ジャッキベースプレート
　t=22

モルタル台座
(無収縮モルタル)

ソールプレート
300x310　t=22

3
5

ソールプレート
300x310　t=22

100t油圧ジャッキ
(ロック機構付き)

ジャッキベースプレート
t=22

モルタル台座
(無収縮モルタル)

補
強

鉄
筋

　
D
3
2

（
せ

ん
断

補
強

筋
）

100t油圧ジャッキ
(ロック機構付き)

ジャッキベースプレート
t=22

主桁仮受け詳細図(6/6)
S=1:30A2橋台

三好市東祖谷京上（京上大橋）

三・東祖谷京上　橋梁修繕工事
Ｒ７三土　国道４３９号（京上大橋）

実施設計図面



図面番号

工 事 名

路線名等

工事箇所

図 面 名

縮　　尺

会 社 名

事業者名

/

徳島県西部総合県民局 県土整備部(三好庁舎)

上部工仮支点部補強工詳細図

18 34S=1:10

一般国道４３９号

300

3
1
0

9

L-150x150x15

ソールプレート

HTB　M22（S10T）

上部工仮支点部補強工詳細図

平面図

150 9 150

309

2
2

310

L-150x150x15

L-150x150x15

90

150

300
1
4
0
0

1
3
8
0

2
0

側面図 断面図

注；特記なき部材はSS400とする。
　　各部材の塗装は、本体の塗装に合わせる。
　　下フランジに接するL型鋼補強材は、主桁縦断に合わせて加工し、にメタルタッチを確保する。
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3
1
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9

L-100x100x10
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HTB　M22（S10T）

平面図
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側面図 断面図

55 45

タイプ A タイプ B

S=1:10
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10-HTB M22x75(S10T)
1-PL300ｘ22ｘ310(ソールプレート)

2-L100x100x10x680
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1-PL300ｘ22ｘ310(ソールプレート)
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2
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メタルタッチ

タイプ A　12か所
タイプ B　 2か所

マーク図

三好市東祖谷京上（京上大橋）

三・東祖谷京上　橋梁修繕工事
Ｒ７三土　国道４３９号（京上大橋）

実施設計図面



橋　　梁　　諸　　元

橋　　　種

設計活荷重

形　　　式

橋　　　長

道　路　橋

上部工 ランガー桁及び単純支持合成鈑桁

下部工

支　間　長

平面線形

床　版　厚　

重力式橋台　深礎杭基礎橋台

重力式拱台　深礎杭基礎拱台

ＴＬ － 20

L= 115.000 ｍ

L= 14.600+55.000+21.950+21.950 ｍ

A1  ～ P2  ・・210mm,P2  ～ A2 ・・220mm

A1  ・・右60°，P1  ～ A2  ・・90°

既
設
橋
部

橋軸方向

直角方向
変位制限装置構造

アンカーバータイプ
（両軸兼用）

耐震補強

30004750 4750

12500

G1G2G3G4

1106 1308 1493 1459 1401 1457 1463 1302 1511

既設落橋防止装置

変位制限装置

G1 G2 G3 G4

3000 47504750

12500

P3橋脚(起点側)

ST

1481 1295 1157 1446 1098 1445 4578

既設落橋防止装置

変位制限装置

P3橋脚(終点側)

G1 G2
G3

G4 ST

12350

443 1365 1644 1509 1583 1506 4300

既設落橋防止装置

変位制限装置

A2橋台
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側面図
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00
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祖
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川

橋　　　　長　　　115000

100
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桁　長　22550

桁
　
長
　
22550

橋　長　115000

100 100桁　長　22550100

300支　間　21950300300支　間　21950支　間　55000300
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1
4
0
0
0

桁　長　54200 100 桁　長　22550

A1
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P2

P3

A2

支　間　14600
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6
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0
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4
0
0
0
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9
2
0
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1
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FH=524.530

1
0
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0

耐震補強橋梁一般図 S=1:300

平面図

変位制限装置
(G1～G3設置)

変位制限装置
(G1～G4設置)

変位制限装置
(G1～G3設置)

A1

P1 P2

P3

A2

変位制限装置
(G1～G3設置)

変位制限装置
(G1～G4設置)

変位制限装置
(G1～G3設置)

中間部端部 中間部端部

CL
CL

中間部端部

端部

CL
CL

S=1:150断面図

中間部

A1～P1
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6
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7
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1
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2
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8
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1000 3000 7501000

600 9500 600
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1
4
0
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2
5
0
8
5
0

6.0%

L 3X2795～2959 L

1000 5X1440～2600 L

1.5～4.7%

P 2～P3

P1～P2 P 3～A2

1.5% 1.5%

3
8
4

 662
(600)

S=1:100断面図

注記

1.　本図面は、「Ｒ２三土　国道４３９号(京上大橋他)　三・東祖谷京上他　橋梁修繕設計業務」
　を基に作図したものである。

2. 施工前は現場にて再度形状確認を行うこと。

図面番号

工 事 名

路線名等

工事箇所

図 面 名

縮　　尺

会 社 名

事業者名

/

徳島県西部総合県民局 県土整備部(三好庁舎)

耐震補強橋梁一般図

19 341:300

一般国道４３９号

三好市東祖谷京上（京上大橋）

三・東祖谷京上　橋梁修繕工事
Ｒ７三土　国道４３９号（京上大橋）

実施設計図面



S=1:30

G1
G2

G3
G4

側面図

H
6 H
5

H
4 H
3

H
2

H
1

i %

注 )
1. 既設構造物の寸法は現地にて再計測の上施工を行うこと。
2. 鋼材の加工は現橋の調査・計測を行い構造物の形状を
   最終的に決めてから行うこと。
3. 現橋の調査・計測を元に構造物の形状を変更する場合は
   必要に応じて応力計算を行うこと。
4. 既設のコンクリート構造物に削孔を行う場合は既設の
   鉄筋に損傷を与えないように事前に入念に調査を行い
   施工すること。

i % H1 H2 H3 H4 H5

G1
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7
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B1L
B2L

B3L
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既設落橋防止装置
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"
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°
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"
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°
34
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1"
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°
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"

4.304 %

1.44% 279 11 24 125 29 90

2.16% 318 10 25 125 28 130

2.72% 338 10 26 125 27 150

560
170

550

1481 1295 1157 1446 1098 1445 4578

1481 1295 1157 1446 1098 1445 4578

上部工補強(撤去)

L-150x150x15

上部工補強(撤去)

L-150x150x15

上部工補強(撤去)

L-150x150x15

上部工補強(撤去)

L-150x150x15

P
2
側

A
2
側

P3

起点側 終点側

P2側 A2側

既設落橋防止装置

既設落橋防止装置

変位制限装置

変位制限装置

変位制限装置

2
0
0

P3橋脚(起点側)変位制限装置(その1)

図面番号

工 事 名

路線名等

工事箇所

図 面 名

縮　　尺

会 社 名

事業者名

/

徳島県西部総合県民局 県土整備部(三好庁舎)

P3橋脚(起点側)変位制限装置(その1)

20 341:30

一般国道４３９号

三好市東祖谷京上（京上大橋）

三・東祖谷京上　橋梁修繕工事
Ｒ７三土　国道４３９号（京上大橋）

実施設計図面



S=1:10

上部工ブラケット詳細図 (その1)

i %
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1. 特記なき材質は全てSM400Aとする。

注 )

3.　 印は高力ボルトM22(S10T)を示す。
   新規部材のボルト孔はφ26.5とし、既設部材への

5. 鋼材の加工は現橋の調査・計測を行い構造物の

6. 既設構造物の寸法は現地にて再計測の上、施工を

   現場孔明けはφ24.5とする。

   形状を最終的に決めてから行うこと。

2. 特記なきスカーラップは全て35Rとする。

   行うこと。

4. 寸法のないK形溶接の表示ある個所は、完全溶込み
   溶接を用いること。

 4-Web  PL  200x22x 460

G1桁材料 製作数 : 1

 4-Rib  PL  195x22x 460

 8-TCB  M22 x  85(S10T)

 4-Base PL  190x28x 200

1
0
0

4
6
0

2
0

5
0

4
x
9
0
=
3
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0

5
0

4
6
0

2
0

100

195 22
9
22 195

F.P

7

F.P

G1

C C

B

B

A A

A-A B-B

C-C

 8-TCB  M22 x  90(S10T)

16-Wash PL   44x 9x  44(SS400)

 2-Fill PL   85x11x 720(SS400)

 1-Top  PL  690x22x 720

 1-Top  PL  680x22x 720

 4-Doub PLφ130x12

 2-RB         φ32x 190(S35CN)

 4-Nut         M30 (SS400)(1種)

 4-座金        M30 (SS400)

4
6

1
0

2
2

2
2

4.304 %

i % t1 t2 t3 t4

G1 1.44% 11 16.4 24.9 6.6

G2 2.16% 10 21.6 26.3 7.0

G3 2.72% 10 25.6 27.4 7.2

 8-TCB  M22 x 100(S10T)

 8-TCB  M22 x 110(S10T)

テーパー座金付

20-TCB  M22 x  90(S10T)

 2-Fill PL  190x19x 720(SS400)

M30

1
9
0

81
°
8'
15
"

40 110 40 40 110 40

85 105 105 85

90 410 190 190 400 90

690 18.5
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7. ※印以外の部材は、全て溶融亜鉛メッキとする。
   付着量は、JIS H 8641 HDZT77とする。
   ただし、ボルト・ナットの付着量は HDZT49とする。

※

※

※

※

※

φ130

85 300 85

645 635

85 85

645 635

※

※

8. ☆印の部材の摩擦接合の処理について、亜鉛メッキ面は
   ブラスト法などにより表面粗さ60μmRy以上とするか
   リン酸処理を行うこと。

☆

☆

☆

☆

☆

腹板摩擦接合面

フランジ摩擦接合面

9. 摩擦接合面の処理範囲はプレートサイズで計上している。
   実施工にあたっては処理範囲を事前協議で決定すること。

P3橋脚(起点側)変位制限装置(その2)

6 t
4

4
4

44

φ
2
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テーパー座金詳細図 S=1:2

図面番号

工 事 名

路線名等

工事箇所

図 面 名

縮　　尺

会 社 名

事業者名

/

徳島県西部総合県民局 県土整備部(三好庁舎)

P3橋脚(起点側)変位制限装置(その2)
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一般国道４３９号

三好市東祖谷京上（京上大橋）

三・東祖谷京上　橋梁修繕工事三・東祖谷京上　橋梁修繕工事
Ｒ７三土　国道４３９号（京上大橋）

実施設計図面
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上部工ブラケット詳細図 (その2)

 4-Web  PL  200x22x 460

G2桁材料 製作数 : 1

 4-Rib  PL  195x22x 460

 4-TCB  M22 x  85(S10T)

 4-Base PL  190x28x 200

G2

C-C

12-TCB  M22 x  90(S10T)

16-Wash PL   44x 9x  44(SS400)

 2-Fill PL  110x10x 720(SS400)

 1-Top  PL  720x22x 780

 1-Top  PL  720x22x 740

 4-Doub PLφ130x12

 2-RB         φ32x 190(S35CN)

 4-Nut         M30 (SS400)(1種)

 4-座金        M30 (SS400)

 8-TCB  M22 x 100(S10T)

 8-TCB  M22 x 115(S10T)

20-TCB  M22 x  90(S10T)

 2-Fill PL  190x24x 720(SS400)
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 4-Web  PL  200x22x 460

G3桁材料 製作数 : 1

 4-Rib  PL  195x22x 460

 8-TCB  M22 x  90(S10T)

 4-Base PL  190x30x 200

 8-TCB  M22 x  95(S10T)

16-Wash PL   44x 9x  44(SS400)

 2-Fill PL  110x10x 720(SS400)

 1-Top  PL  720x22x 780

 1-Top  PL  720x22x 740

 4-Doub PLφ130x12

 2-RB         φ32x 190(S35CN)

 4-Nut         M30 (SS400)(1種)

 4-座金        M30 (SS400)

 8-TCB  M22 x 105(S10T)

 8-TCB  M22 x 115(S10T)

20-TCB  M22 x  90(S10T)

 2-Fill PL  190x28x 720(SS400)

740

テーパー座金付 テーパー座金付

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

85 85 85 85

735 695735 695

1. 特記なき材質は全てSM400Aとする。

注 )

3.　 印は高力ボルトM22(S10T)を示す。
   新規部材のボルト孔はφ26.5とし、既設部材への

5. 鋼材の加工は現橋の調査・計測を行い構造物の

6. 既設構造物の寸法は現地にて再計測の上、施工を

   現場孔明けはφ24.5とする。

   形状を最終的に決めてから行うこと。

2. 特記なきスカーラップは全て35Rとする。

   行うこと。

4. 寸法のないK形溶接の表示ある個所は、完全溶込み
   溶接を用いること。

7. ※印以外の部材は、全て溶融亜鉛メッキとする。
   付着量は、JIS H 8641 HDZT77とする。
   ただし、ボルト・ナットの付着量は HDZT49とする。
8. ☆印の部材の摩擦接合の処理について、亜鉛メッキ面は
   ブラスト法などにより表面粗さ60μmRy以上とするか
   リン酸処理を行うこと。

フランジ摩擦接合面 フランジ摩擦接合面

☆ ☆

※

※

※

※

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

9. 摩擦接合面の処理範囲はプレートサイズで計上している。
   実施工にあたっては処理範囲を事前協議で決定すること。

P3橋脚(起点側)変位制限装置(その3)

工 事 名

路線名等

工事箇所

図 面 名

縮　　尺

会 社 名

事業者名

/

徳島県西部総合県民局 県土整備部(三好庁舎)

P3橋脚(起点側)変位制限装置(その3)
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一般国道４３９号

三好市東祖谷京上（京上大橋）

三・東祖谷京上　橋梁修繕工事三・東祖谷京上　橋梁修繕工事
Ｒ７三土　国道４３９号（京上大橋）

図面番号

実施設計図面
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下部工ブラケット詳細図

1. 特記なき材質は全てSM400Aとする。

注 )

4. 鋼材の加工は現橋の調査・計測を行い構造物の

5. 既設構造物の寸法は現地にて再計測の上、施工を
   形状を最終的に決めてから行うこと。

2. 特記なきスカーラップは全て35Rとする。

   行うこと。

3. 寸法のないK形溶接の表示ある個所は、完全溶込み
   溶接を用いること。

6. ※印以外の部材は、全て溶融亜鉛メッキとする。
   付着量は、JIS H 8641 HDZT77とする。
   ただし、ボルト・ナットの付着量は HDZT49とする。

アンカーボルト詳細

9-φ32孔

 1-Top  PL  295x22x  650

材料

製作数 : 各1

 1-Base PL  650x22x   H1

 1-Flg  PL  150x22x  650

 4-Rib  PL  258x22x   H3

 9-DB   D29 x  520(SD345)

 9-Nut    M27(SS400)(1種)

 9-Nut    M27(SS400)(3種)

 9-Washer M27(SS400)

7

7

BB A

A

A-A

F.P

B-B

C

C

C-C

7

エポキシ樹脂注入

4.304 %

 1-Doul PL φ80x22

7

H1 H2 H3 L1 L2 L3 L4

B1L

B1R

B2L

B2R

B3L

B3R

759 159 719 150 175 175 100 125 200 200 125

815 215 775 150 175 175 100 125 200 205 120

798 198 758 150 175 175 100 125 200 185 140

861 261 821 150 160 205 85 125 200 200 125

821 221 781 150 175 175 100 130 200 200 120

883 283 843 150 175 175 100 125 200 200 125

H4 H5 H6 H7

ネジ切り長コンクリート削孔

φ39 x 445

アンカーボルト D29 x 520(SD345)

(M27 ネジ切り L=70)

3種ナット M27

1種ナット M27平座金 M27

D
2
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φ
3
9

16

58

52010

225435

22

16

5

445

85

M
2
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85

メッキ範囲

不陸調整(エポキシ樹脂系パテ)

P3橋脚(起点側)変位制限装置(その4)

工 事 名

路線名等

工事箇所

図 面 名

縮　　尺

会 社 名

事業者名

/

徳島県西部総合県民局 県土整備部(三好庁舎)

P3橋脚(起点側)変位制限装置(その4)
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一般国道４３９号

三好市東祖谷京上（京上大橋）

三・東祖谷京上　橋梁修繕工事三・東祖谷京上　橋梁修繕工事
Ｒ７三土　国道４３９号（京上大橋）

図面番号

実施設計図面
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上部工補強撤去・改良詳細図 G1桁～G3桁

1. 特記なき材質は全てSS400とする。

注 )

4. 鋼材の加工は現橋の調査・計測を行い構造物の

5. 既設構造物の寸法は現地にて再計測の上、施工を
   形状を最終的に決めてから行うこと。

2. 特記なきスカーラップは全て35Rとする。

   行うこと。

3. 寸法のないK形溶接の表示ある個所は、完全溶込み
   溶接を用いること。

6. ※印以外の部材は、全て溶融亜鉛メッキとする。
   付着量は、JIS H 8641 HDZT77とする。
   ただし、ボルト・ナットの付着量は HDZT49とする。

i %

90 60

150

2
8
0

1
1
2
0

1
4
0
0

i %

45 45

90

2
8
0

1
1
2
0

1
4
0
0

改良後改良前

150 9 150

4
5

1
4
5
.
5

1
3
4

7
x
1
4
2
.
2
=
9
9
5
.
5

6
0

1
3
8
0

1
4
0
0

2
0

2
0

2
3
5
.
5

4
9

1
0
9
5
.
5

2
8
0

1
1
2
0

 1-L  150x150x15x  236

材料

撤去数 : 3

10-HTB  M22 x  75(S10T)
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2.72%

 1-FB   90x 6x  226
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製作数 : 3
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 1-FB   90x 6x  507

 1-FB   90x 6x  786
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上部工補強(撤去)

L-150x150x15

金属パテで埋める

P3橋脚(起点側)変位制限装置(その5)

工 事 名

路線名等

工事箇所

図 面 名

縮　　尺

会 社 名

事業者名

/

徳島県西部総合県民局 県土整備部(三好庁舎)

P3橋脚(起点側)変位制限装置(その5)
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一般国道４３９号

三好市東祖谷京上（京上大橋）

三・東祖谷京上　橋梁修繕工事三・東祖谷京上　橋梁修繕工事
Ｒ７三土　国道４３９号（京上大橋）

図面番号

実施設計図面
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L1 720

注 )
1. 既設構造物の寸法は現地にて再計測の上施工を行うこと。
2. 鋼材の加工は現橋の調査・計測を行い構造物の形状を
   最終的に決めてから行うこと。
3. 現橋の調査・計測を元に構造物の形状を変更する場合は
   必要に応じて応力計算を行うこと。
4. 既設のコンクリート構造物に削孔を行う場合は既設の
   鉄筋に損傷を与えないように事前に入念に調査を行い
   施工すること。

B1LB1RB2LB2RB3LB3RB4LB4R

i % H1 H2 H3 H4 H5

G1 1.69% 219 16 26 145 32

G2 2.05% 235 12 26 145 52

G3 2.46% 212 10 27 145 30

G4 2.89% 190 10 27 135 18
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上部工補強(撤去)

L-150x150x15

上部工補強(撤去)
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上部工補強(撤去)
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上部工補強(撤去)

L-150x150x15

上部工補強(撤去)
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起点側 終点側

P2側 A2側

既設落橋防止装置

変位制限装置

既設落橋防止装置

既設落橋防止装置

変位制限装置

変位制限装置

金属パテで埋める 金属パテで埋める

P3橋脚(終点側)変位制限装置(その1)

工 事 名

路線名等

工事箇所

図 面 名

縮　　尺

会 社 名

事業者名

/

徳島県西部総合県民局 県土整備部(三好庁舎)

P3橋脚(終点側)変位制限装置(その1)
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一般国道４３９号

三好市東祖谷京上（京上大橋）

三・東祖谷京上　橋梁修繕工事三・東祖谷京上　橋梁修繕工事
Ｒ７三土　国道４３９号（京上大橋）

図面番号

実施設計図面



S=1:10

上部工ブラケット詳細図 (その1)
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 4-Web  PL  200x22x 460

G1桁材料 製作数 : 1

 4-Rib  PL  195x22x 460

 4-TCB  M22 x  90(S10T)

 4-Base PL  190x28x 200
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16-Wash PL   44x 9x  44(SS400)

8585

 2-Fill PL   85x16x 720(SS400)

 1-Top  PL  670x22x 720

 1-Top  PL  690x22x 720

 4-Doub PL  130x12x 240

 2-RB         φ32x 190(S35CN)

 4-Nut         M30 (SS400)(1種)

 4-座金        M30 (SS400)
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4.304 %

i % t1 t2 t3 t4

G1 1.69% 16 18.2 25.4 6.7

G2 2.05% 12 20.8 26.1 6.9

G3 2.46% 10 23.7 26.9 7.1

G4 2.89% 10 26.8 27.8 7.3

 8-TCB  M22 x 105(S10T)

 8-TCB  M22 x 115(S10T)
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1. 特記なき材質は全てSM400Aとする。

注 )

3.　 印は高力ボルトM22(S10T)を示す。
   新規部材のボルト孔はφ26.5とし、既設部材への

5. 鋼材の加工は現橋の調査・計測を行い構造物の

6. 既設構造物の寸法は現地にて再計測の上、施工を

   現場孔明けはφ24.5とする。

   形状を最終的に決めてから行うこと。

2. 特記なきスカーラップは全て35Rとする。

   行うこと。

4. 寸法のないK形溶接の表示ある個所は、完全溶込み
   溶接を用いること。

7. ※印以外の部材は、全て溶融亜鉛メッキとする。
   付着量は、JIS H 8641 HDZT77とする。
   ただし、ボルト・ナットの付着量は HDZT49とする。
8. ☆印の部材の摩擦接合の処理について、亜鉛メッキ面は
   ブラスト法などにより表面粗さ60μmRy以上とするか
   リン酸処理を行うこと。

腹板摩擦接合面

フランジ摩擦接合面

☆

※

※

☆

☆

☆

☆

9. 摩擦接合面の処理範囲はプレートサイズで計上している。
   実施工にあたっては処理範囲を事前協議で決定すること。

P3橋脚(終点側)変位制限装置(その2)
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テーパー座金詳細図 S=1:2

工 事 名

路線名等

図 面 名

縮　　尺

会 社 名

事業者名

/

徳島県西部総合県民局 県土整備部(三好庁舎)

P3橋脚(終点側)変位制限装置(その2)
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一般国道４３９号

三好市東祖谷京上（京上大橋）

三・東祖谷京上　橋梁修繕工事三・東祖谷京上　橋梁修繕工事
Ｒ７三土　国道４３９号（京上大橋）

図面番号

工事箇所

実施設計図面
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上部工ブラケット詳細図 (その2)
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 4-Web  PL  200x22x 460

G2桁材料 製作数 : 1

 4-Rib  PL  195x22x 460

12-TCB  M22 x  90(S10T)

 4-Base PL  190x28x 200

G4

C-C

 4-TCB  M22 x  95(S10T)

16-Wash PL   44x 9x  44(SS400)

 2-Fill PL  100x12x 720(SS400)

 1-Top  PL  720x22x 730

 1-Top  PL  720x22x 780

 4-Doub PL  130x12x 240

 2-RB         φ32x 190(S35CN)

 4-Nut         M30 (SS400)(1種)

 4-座金        M30 (SS400)

 8-TCB  M22 x 105(S10T)

 8-TCB  M22 x 115(S10T)
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 4-Web  PL  200x22x 460

G3桁材料 製作数 : 1

 4-Rib  PL  195x22x 460

12-TCB  M22 x  90(S10T)

 4-Base PL  190x30x 200

 4-TCB  M22 x  95(S10T)

16-Wash PL   44x 9x  44(SS400)

 2-Fill PL  110x10x 720(SS400)

 1-Top  PL  720x22x 730

 1-Top  PL  720x22x 780

 4-Doub PL  130x12x 240

 2-RB         φ32x 190(S35CN)

 4-Nut         M30 (SS400)(1種)

 4-座金        M30 (SS400)

 8-TCB  M22 x 100(S10T)

 8-TCB  M22 x 115(S10T)

 4-Web  PL  200x22x 460

G4桁材料 製作数 : 1

 4-Rib  PL  195x22x 460

 8-TCB  M22 x  90(S10T)

 4-Base PL  190x30x 200

 8-TCB  M22 x  95(S10T)

16-Wash PL   44x 9x  44(SS400)

 2-Fill PL  110x10x 720(SS400)

 1-Top  PL  670x22x 833

 1-Top  PL  690x22x 720

 4-Doub PL  130x12x 240

 2-RB         φ32x 190(S35CN)

 4-Nut         M30 (SS400)(1種)

 4-座金        M30 (SS400)

 8-TCB  M22 x 105(S10T)

 8-TCB  M22 x 120(S10T)

テーパー座金付
テーパー座金付

テーパー座金付
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20-TCB  M22 x  90(S10T)20-TCB  M22 x  90(S10T)20-TCB  M22 x  90(S10T)

 2-Fill PL  190x30x 720(SS400) 2-Fill PL  190x26x 720(SS400) 2-Fill PL  190x22x 720(SS400)
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※

※

※

※

※

※

※
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※

90 90 90 90 90 90

690 740 690 740 630 650

1. 特記なき材質は全てSM400Aとする。

注 )

3.　 印は高力ボルトM22(S10T)を示す。
   新規部材のボルト孔はφ26.5とし、既設部材への

5. 鋼材の加工は現橋の調査・計測を行い構造物の

6. 既設構造物の寸法は現地にて再計測の上、施工を

   現場孔明けはφ24.5とする。

   形状を最終的に決めてから行うこと。

2. 特記なきスカーラップは全て35Rとする。

   行うこと。

4. 寸法のないK形溶接の表示ある個所は、完全溶込み
   溶接を用いること。

7. ※印以外の部材は、全て溶融亜鉛メッキとする。
   付着量は、JIS H 8641 HDZT77とする。
   ただし、ボルト・ナットの付着量は HDZT49とする。
8. ☆印の部材の摩擦接合の処理について、亜鉛メッキ面は
   ブラスト法などにより表面粗さ60μmRy以上とするか
   リン酸処理を行うこと。

フランジ摩擦接合面 フランジ摩擦接合面 フランジ摩擦接合面

☆

※

※

※

※

※

※

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

9. 摩擦接合面の処理範囲はプレートサイズで計上している。
   実施工にあたっては処理範囲を事前協議で決定すること。

P3橋脚(終点側)変位制限装置(その3)

工 事 名

路線名等

図 面 名

縮　　尺

会 社 名

事業者名

/

徳島県西部総合県民局 県土整備部(三好庁舎)

P3橋脚(終点側)変位制限装置(その3)
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一般国道４３９号

三好市東祖谷京上（京上大橋）

三・東祖谷京上　橋梁修繕工事三・東祖谷京上　橋梁修繕工事
Ｒ７三土　国道４３９号（京上大橋）

図面番号

工事箇所

実施設計図面
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下部工ブラケット詳細図

1. 特記なき材質は全てSM400Aとする。

注 )

4. 鋼材の加工は現橋の調査・計測を行い構造物の

5. 既設構造物の寸法は現地にて再計測の上、施工を
   形状を最終的に決めてから行うこと。

2. 特記なきスカーラップは全て35Rとする。

   行うこと。

3. 寸法のないK形溶接の表示ある個所は、完全溶込み
   溶接を用いること。

6. ※印以外の部材は、全て溶融亜鉛メッキとする。
   付着量は、JIS H 8641 HDZT77とする。
   ただし、ボルト・ナットの付着量は HDZT49とする。

アンカーボルト詳細

9-φ28孔

 1-Top  PL  295x22x  650

材料

製作数 : 各1

 1-Base PL  650x22x   H1

 1-Flg  PL  150x22x  650

 4-Rib  PL  258x22x   H3

 9-DB   D25 x  460(SD345)

 9-Nut    M24(SS400)(1種)

 9-Nut    M24(SS400)(3種)

 9-Washer M24(SS400)

7

7

BB A

A

A-A

F.P

B-B

C

C

C-C

7

ネジ切り長

エポキシ樹脂注入

コンクリート削孔

φ35 x 385

アンカーボルト D25 x 460(SD345)

(M24 ネジ切り L=70)

3種ナット M24

1種ナット M24平座金 M24

メッキ範囲

不陸調整(エポキシ樹脂系パテ)

4.304 %

 1-Doul PL φ80x22

7

H1 H2 H3 L1 L2 L3 L4

B1L 666 66 626 125 200 200 125

B1R 722 122 682 125 200 200 125

B2L 677 77 637 125 200 200 125

B2R 740 140 700 135 190 200 125

B3L 654 54 614 125 210 190 125

B3R 717 117 677 125 200 200 125

B4L 635 35 595 125 200 200 125

B4R 691 91 651 125 200 200 125

P3橋脚(終点側)変位制限装置(その4)

工 事 名

路線名等

図 面 名

縮　　尺

会 社 名

事業者名

/

徳島県西部総合県民局 県土整備部(三好庁舎)

P3橋脚(終点側)変位制限装置(その4)
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一般国道４３９号

三好市東祖谷京上（京上大橋）

三・東祖谷京上　橋梁修繕工事三・東祖谷京上　橋梁修繕工事
Ｒ７三土　国道４３９号（京上大橋）

図面番号

工事箇所

実施設計図面
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上部工補強撤去・改良詳細図 G1桁～G4桁

1. 特記なき材質は全てSS400とする。

注 )

4. 鋼材の加工は現橋の調査・計測を行い構造物の

5. 既設構造物の寸法は現地にて再計測の上、施工を
   形状を最終的に決めてから行うこと。

2. 特記なきスカーラップは全て35Rとする。

   行うこと。

3. 寸法のないK形溶接の表示ある個所は、完全溶込み
   溶接を用いること。

6. ※印以外の部材は、全て溶融亜鉛メッキとする。
   付着量は、JIS H 8641 HDZT77とする。
   ただし、ボルト・ナットの付着量は HDZT49とする。
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 1-L  150x150x15x  236

撤去数 : 4

10-HTB  M22 x  75(S10T)
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製作数 : 4
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上部工補強(撤去)

L-150x150x15

金属パテで埋める

改良後改良前

材料 材料

P3橋脚(終点側)変位制限装置(その5)

工 事 名

路線名等

図 面 名

縮　　尺

会 社 名

事業者名

/

徳島県西部総合県民局 県土整備部(三好庁舎)

P3橋脚(終点側)変位制限装置(その5)
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一般国道４３９号

三好市東祖谷京上（京上大橋）

三・東祖谷京上　橋梁修繕工事三・東祖谷京上　橋梁修繕工事
Ｒ７三土　国道４３９号（京上大橋）

図面番号

工事箇所

実施設計図面
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G1
G2

G3
G4

注 )
1. 既設構造物の寸法は現地にて再計測の上施工を行うこと。
2. 鋼材の加工は現橋の調査・計測を行い構造物の形状を
   最終的に決めてから行うこと。
3. 現橋の調査・計測を元に構造物の形状を変更する場合は
   必要に応じて応力計算を行うこと。
4. 既設のコンクリート構造物に削孔を行う場合は既設の
   鉄筋に損傷を与えないように事前に入念に調査を行い
   施工すること。
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1.73% 221 16 25 145 35

2.07% 222 12 26 145 39
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上部工補強(撤去)

L-150x150x15

上部工補強(撤去)
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上部工補強(撤去)
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上部工補強(撤去)
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起点側

P3側

既設落橋防止装置

既設落橋防止装置

既設落橋防止装置

変位制限装置

変位制限装置

変位制限装置
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0
0

A2橋台変位制限装置(その1)
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°
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工 事 名

路線名等

図 面 名

縮　　尺

会 社 名

事業者名

/

徳島県西部総合県民局 県土整備部(三好庁舎)

A2橋台変位制限装置(その1)
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一般国道４３９号

三好市東祖谷京上（京上大橋）

三・東祖谷京上　橋梁修繕工事三・東祖谷京上　橋梁修繕工事
Ｒ７三土　国道４３９号（京上大橋）

図面番号

工事箇所

実施設計図面
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上部工ブラケット詳細図 (その1)
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 4-Web  PL  200x22x 460

G1桁材料 製作数 : 1

 4-Rib  PL  195x22x 460

 4-TCB  M22 x  90(S10T)

 4-Base PL  190x28x 200
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12-TCB  M22 x  95(S10T)

16-Wash PL   44x 9x  44(SS400)

 2-Fill PL   85x16x 720(SS400)

 1-Top  PL  700x22x 720

 1-Top  PL  680x22x 720

 4-Doub PLφ130x12

 2-RB         φ32x 210(S35CN)

 4-Nut         M30 (SS400)(1種)

 4-座金        M30 (SS400)
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 8-TCB  M22 x 105(S10T)
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1. 特記なき材質は全てSM400Aとする。

注 )

3.　 印は高力ボルトM22(S10T)を示す。
   新規部材のボルト孔はφ26.5とし、既設部材への

5. 鋼材の加工は現橋の調査・計測を行い構造物の

6. 既設構造物の寸法は現地にて再計測の上、施工を

   現場孔明けはφ24.5とする。

   形状を最終的に決めてから行うこと。

2. 特記なきスカーラップは全て35Rとする。

   行うこと。

4. 寸法のないK形溶接の表示ある個所は、完全溶込み
   溶接を用いること。

7. ※印以外の部材は、全て溶融亜鉛メッキとする。
   付着量は、JIS H 8641 HDZT77とする。
   ただし、ボルト・ナットの付着量は HDZT49とする。
8. ☆印の部材の摩擦接合の処理について、亜鉛メッキ面は
   ブラスト法などにより表面粗さ60μmRy以上とするか
   リン酸処理を行うこと。

腹板摩擦接合面

フランジ摩擦接合面

☆

※

※

☆

☆

☆

☆

9. 摩擦接合面の処理範囲はプレートサイズで計上している。
   実施工にあたっては処理範囲を事前協議で決定すること。

A2橋台変位制限装置(その2)

6 t
4

4
4

44

φ
2
4

テーパー座金詳細図 S=1:2

工 事 名

路線名等

図 面 名

縮　　尺

会 社 名

事業者名

/

徳島県西部総合県民局 県土整備部(三好庁舎)

A2橋台変位制限装置(その2)
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一般国道４３９号

三好市東祖谷京上（京上大橋）

三・東祖谷京上　橋梁修繕工事三・東祖谷京上　橋梁修繕工事
Ｒ７三土　国道４３９号（京上大橋）

図面番号

工事箇所

実施設計図面



S=1:10
上部工ブラケット詳細図 (その2)

 4-Web  PL  200x22x 460

G2桁材料 製作数 : 1

 4-Rib  PL  195x22x 460

12-TCB  M22 x  90(S10T)

 4-Base PL  190x28x 200

 4-TCB  M22 x  95(S10T)

16-Wash PL   44x 9x  44(SS400)

 2-Fill PL   95x12x 720(SS400)

 1-Top  PL  780x22x 809

 1-Top  PL  720x22x 740

 4-Doub PLφ130x12

 2-RB         φ32x 210(S35CN)

 4-Nut         M30 (SS400)(1種)

 4-座金        M30 (SS400)

 8-TCB  M22 x 105(S10T)

 8-TCB  M22 x 115(S10T)

20-TCB  M22 x  90(S10T)

 2-Fill PL  190x24x 720(SS400)
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 4-Web  PL  200x22x 460

G3桁材料 製作数 : 1

 4-Rib  PL  195x22x 460

12-TCB  M22 x  90(S10T)

 4-Base PL  190x30x 200

 4-TCB  M22 x  95(S10T)

16-Wash PL   44x 9x  44(SS400)

 2-Fill PL  110x10x 720(SS400)

 1-Top  PL  720x22x 780

 1-Top  PL  724x22x 740

 4-Doub PLφ130x12

 2-RB         φ32x 210(S35CN)

 4-Nut         M30 (SS400)(1種)

 4-座金        M30 (SS400)

 8-TCB  M22 x 100(S10T)

 8-TCB  M22 x 115(S10T)

20-TCB  M22 x  90(S10T)

 2-Fill PL  190x26x 720(SS400)

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

90 90

740 700

90 90

740 700

1. 特記なき材質は全てSM400Aとする。

注 )

3.　 印は高力ボルトM22(S10T)を示す。
   新規部材のボルト孔はφ26.5とし、既設部材への

5. 鋼材の加工は現橋の調査・計測を行い構造物の

6. 既設構造物の寸法は現地にて再計測の上、施工を

   現場孔明けはφ24.5とする。

   形状を最終的に決めてから行うこと。

2. 特記なきスカーラップは全て35Rとする。

   行うこと。

4. 寸法のないK形溶接の表示ある個所は、完全溶込み
   溶接を用いること。

7. ※印以外の部材は、全て溶融亜鉛メッキとする。
   付着量は、JIS H 8641 HDZT77とする。
   ただし、ボルト・ナットの付着量は HDZT49とする。
8. ☆印の部材の摩擦接合の処理について、亜鉛メッキ面は
   ブラスト法などにより表面粗さ60μmRy以上とするか
   リン酸処理を行うこと。

フランジ摩擦接合面 フランジ摩擦接合面

※

※

※

※

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

9. 摩擦接合面の処理範囲はプレートサイズで計上している。
   実施工にあたっては処理範囲を事前協議で決定すること。

A2橋台変位制限装置(その3)

工 事 名

路線名等

図 面 名

縮　　尺

会 社 名

事業者名

/

徳島県西部総合県民局 県土整備部(三好庁舎)

A2橋台変位制限装置(その3)
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一般国道４３９号

三好市東祖谷京上（京上大橋）

三・東祖谷京上　橋梁修繕工事三・東祖谷京上　橋梁修繕工事
Ｒ７三土　国道４３９号（京上大橋）

図面番号

工事箇所

実施設計図面
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下部工ブラケット詳細図

1. 特記なき材質は全てSM400Aとする。

注 )

4. 鋼材の加工は現橋の調査・計測を行い構造物の

5. 既設構造物の寸法は現地にて再計測の上、施工を
   形状を最終的に決めてから行うこと。

2. 特記なきスカーラップは全て35Rとする。

   行うこと。

3. 寸法のないK形溶接の表示ある個所は、完全溶込み
   溶接を用いること。

6. ※印以外の部材は、全て溶融亜鉛メッキとする。
   付着量は、JIS H 8641 HDZT77とする。
   ただし、ボルト・ナットの付着量は HDZT49とする。

アンカーボルト詳細

9-φ28孔

 1-Top  PL  295x22x  650

材料

製作数 : 各1

 1-Base PL  650x22x   H1

 1-Flg  PL  150x22x  650

 4-Rib  PL  258x22x   H3

 9-DB   D25 x  460(SD345)

 9-Nut    M24(SS400)(1種)

 9-Nut    M24(SS400)(3種)

 9-Washer M24(SS400)

7

7

BB A

A

A-A

F.P

B-B

C

C

C-C

7

ネジ切り長

エポキシ樹脂注入

コンクリート削孔

φ35 x 385

アンカーボルト D25 x 460(SD345)

(M24 ネジ切り L=70)

3種ナット M24

1種ナット M24平座金 M24

メッキ範囲

不陸調整(エポキシ樹脂系パテ)

 2-Doul PL φ80x22

7

H1 H2 H3 L1 L2 L3 L4

B1L

B1R

B2L

B2R

B3L

B3R

H4 H5 H6 H7

720 120 680 150 175 175 100 115 220 190 125

720 120 680 150 175 175 100 125 220 180 125

729 129 689 150 180 170 100 125 200 190 135

729 129 689 150 180 170 100 125 200 180 145

730 130 690 150 175 175 100 125 180 220 125

730 130 690 150 175 175 100 125 230 170 125

A2橋台変位制限装置(その4)

工 事 名

路線名等

図 面 名

縮　　尺

会 社 名

事業者名

/

徳島県西部総合県民局 県土整備部(三好庁舎)

A2橋台変位制限装置(その4)
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一般国道４３９号

三好市東祖谷京上（京上大橋）

三・東祖谷京上　橋梁修繕工事三・東祖谷京上　橋梁修繕工事
Ｒ７三土　国道４３９号（京上大橋）

図面番号

工事箇所

実施設計図面
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上部工補強撤去・改良詳細図 G1桁～G3桁

1. 特記なき材質は全てSS400とする。

注 )

4. 鋼材の加工は現橋の調査・計測を行い構造物の

5. 既設構造物の寸法は現地にて再計測の上、施工を
   形状を最終的に決めてから行うこと。

2. 特記なきスカーラップは全て35Rとする。

   行うこと。

3. 寸法のないK形溶接の表示ある個所は、完全溶込み
   溶接を用いること。

6. ※印以外の部材は、全て溶融亜鉛メッキとする。
   付着量は、JIS H 8641 HDZT77とする。
   ただし、ボルト・ナットの付着量は HDZT49とする。

150 9 150

4
5

1
4
5
.
5

1
3
4

7
x
1
4
2
.
2
=
9
9
5
.
5

6
0

1
3
8
0

1
4
0
0

2
0

2
0

2
3
5
.
5

4
9

1
0
9
5
.
5

2
8
0

1
1
2
0

 1-L  150x150x15x  236

撤去数 : 3

10-HTB  M22 x  75(S10T)

 1-FB   90x 6x  226

製作数 : 3

 6-BN  M22 x  50

 1-L  150x150x15x 1096

 1-L  150x150x15x 1380
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 1-FB   90x 6x  507

 1-FB   90x 6x  786
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90 60
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90

上部工補強(撤去)

L-150x150x15

金属パテで埋める

改良後改良前

材料 材料

A2橋台変位制限装置(その5)

工 事 名

路線名等

図 面 名

縮　　尺

会 社 名

事業者名

/

徳島県西部総合県民局 県土整備部(三好庁舎)

A2橋台変位制限装置(その5)
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一般国道４３９号

三好市東祖谷京上（京上大橋）

三・東祖谷京上　橋梁修繕工事三・東祖谷京上　橋梁修繕工事
Ｒ７三土　国道４３９号（京上大橋）

図面番号

工事箇所

実施設計図面


